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北海道市場セレクションセールが開催される

　今年の北海道市場セレクションセールは７
月20日（日）～ 23日（水）の日程で開催され
た。7月20日にはプレミアムセッション上場
馬の事前下見（自由下見）、21日には比較展示
後にセレクションセールプレミアムセッショ
ン、22日にはセレクションセール上場馬の前
日展示後に自由下見、23日にはセレクション
セールといったスケジュールで行われた。
　比較展示では会場に来場された数多くの購
買関係者が、上場馬一頭一頭のコンフォメー
ション、歩様、肢勢、コンディションなどチェッ
クした。
　今年のセレクションセールウィークは全国
的に猛暑日で、39度を越える地点があり観測
史上最高気温を記録する日が続き、日高管内
でも30度を超え、蒸し暑い天気のなかでのセ
レクションセールとなった。
　21日のプレミアムセッション開催に先立
ち古川雅且組合長は「本日は多数のご来場、
多数の購買登録をいただきまして、誠にあり
がとうございます。今回のセレクションセー
ルは、昨年と日程が異なりまして、今日のプ
レミアムセッション、そして中一日おいて、
セレクションセールという形になっておりま
す。明日は全頭展示の前日展示を行い、せり
の前に全頭ご覧いただいて、ご検討いただく
形に今年は日程を組みました。戸惑うところ
はあると思いますけれど、昨年に増して高素
質馬が多数上場されておりますので、ぜひ活
発なお声がけ、ご購買をお願いいたします。」
と挨拶した。
　プレミアムセッションでは2018年皐月賞馬
エポカドーロの半弟（牡、父マカヒキ）や、
2015年NHKマイルC（G1）優勝クラリティ

スカイの半妹(牝、父タワーオブロンドン)、
2012年エリザベス女王杯（G1）優勝レイン
ボーダリアの産駒（牝、父キズナ）など、G1
競走や重賞レースで活躍の血統がラインナッ
プされ、セレクションセールの中から厳選さ
れた114頭（牡86頭、牝28頭）が上場し、
108頭（牡81頭、牝27頭）が落札。売却率は
94.7％、平均価格は2,827万円、売却総額は
30億5,360万円（以下、すべて税込）となった。
　購買登録者数は昨年を上回る1,105名とな
り、内オンライン登録者数は59名となった。
　最高価格馬は上場番号45番セカンダリー
マーケット2024（牡、浦河・㈲酒井牧場（敬
称略。以下同じ）で9,680万円。牝馬の最高
価格馬は上場番号63番キストゥリメンバー
2024（牝、静内・㈲矢野牧場）で5,610万円。
両馬ともにキタサンブラック産駒で、本セー
ルでも人気となり上場した産駒12頭全てが
2,000万円以上で取引され注目を集めていた。
　他にもサートゥルナーリア産駒の上場番号
30番エトワール2024（牡、門別・㈲シンボ
リ牧場）、エピファネイア産駒の上場番号52番
ウィスパリンホープ2024（牡、静内・㈱タイ
ヘイ牧場）ともに6,160万円で取引と高い評価
を得る馬が続々と誕生した。
　23日のセレクションセールでは249頭（牡
167頭、牝82頭）が上場、200頭（牡137頭、
牝63頭）が落札。売却率は80.32％、平均価
格は1,630万円、売却総額は32億6,040万円
となった。この日の最高価格馬は上場番号209
番バルレッタ2024（牡、新冠・㈲長浜牧場）
で4,620万円。本馬はドレフォン産駒で、今年
のリーディングサイアー総合では上位に位置
付けている。（次頁へ続く）
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　２日間での総売上額は63億1,400万円、平

均価格2,050万円、売却率84.85％となり、

上場頭数により総売上額は減少したが、平均

価格が昨年を上回る結果となった。（比較につ

いては下記参照）

　古川組合長は｢昨年のセレクションセールは

２日目と３日目で差が出たので、今年はこう

いう形で開催しました。前日展示のあとお帰

りになって、オンラインで参加された方もい

らっしゃいました。売却率が80%という最低

ラインを超えることができて、ほっとしてい

ます。｣と２日目について総括し、セレクショ

ンセール２日間を振り返って、「平均価格が昨

年を上回ったことは良かった。今回のセレク

ションセールの結果を見て、来年の日程につ

いて市場委員会で検討して参りたい。購買者

の方に快適にせりに参加していただきたいと

いうことが一番なので、ご意見などを踏まえ

て考えていきたい。」と話した。

　今月には8月18日～ 23日までの６日間にわ

たりサマーセールが控えている。　【名簿記載

頭数・計1462頭／牡803　牝659】

最高取引価格馬：セカンダリーマーケット2024
（有）酒井牧場

牝馬最高取引価格馬：キストゥリメンバー2024
（有）矢野牧場

【セレクションセール（サラ１歳）　５年間の比較】

令和７年 令和６年 令和５年 令和４年 令和３年

平 均 価 格 ↗ 20,500,000 ↓ 19,216,893 ↗ 22,920,185 ↗ 20,297,718 ↗ 19,880,049

中 間 価 格 ↗ 17,600,000 ↓ 15,125,000 ↗ 18,700,000 ↓ 15,400,000 ↗ 17,600,000

出 場 頭 数 ↓ 363 ↗ 484 ↓ 295 ↗ 301 ↗ 234

売 却 頭 数 ↓ 308 ↗ 412 ↗ 271 ↗ 263 ↗ 202

売 却 率 ↓ 84.85 ↓ 85.12 ↗ 91.86 ↗ 87.37 ↗ 86.32

売 上 総 額 ↓ 6,314,000,000 ↗ 7,917,360,000 ↗ 6,211,370,000 ↗ 5,338,300,000 ↗ 4,015,770,000

購買登録者数 ↗ 1,105 ↗ 1,034 ↗ 1,028 ↗ 978 ↓ 886

購買実績数 ↓ 196 ↗ 232 ↗ 170 ↗ 166 ↗ 129

※ 単位（円、頭、％、名）、価格は税込、矢印は前年対比



　ＪＲＡ日本中央競馬会並びにＪＢＢＡ（社）
日本軽種馬協会主催の日高地区生産地懇談会
が、７月24日（木）、13時30分より静内エク
リプスホテルで開催された。
　懇談会には、ＪＲＡ、ＪＢＢＡ、ＪＡＩＲ
Ｓ、日高軽種馬農協、各地区振興会、青年部
など関係者約70名が出席。冒頭、ＪＲＡ伊藤
理事より、「セレクションセール翌日のご多忙
のなか多くの方々にご出席を賜りお礼申し上
げます。本日の意見交換が有意義な場になり
ますよう宜しくお願い致します。」との挨拶が
あり、ＪＢＢＡ上野副会長からは、「せりの活
況については、中央競馬、地方競馬ともに売
上が堅調に推移し、馬券の売上が市場の購買
につながっているものと思います。また、Ｊ
ＢＢＡ種牡馬事業については、今年545頭の
種付けを行うことができましたことに生産者
の皆様に感謝申し上げます。」との挨拶があっ
た。古川組合長による市場ならびに懇談会開
催についてお礼の挨拶に続き、ＪＲＡ、ＪＢ
ＢＡより情勢報告が行われた。

　ＪＲＡからは「ＵＭＡＪＯＢ」を始め、人
材確保についての取組みの紹介があるなか、
生産牧場・育成牧場における人材不足解消に
向け、新たに「就労者技能習得研修補助事業」
（競走馬生産振興事業の一環）の導入につい
て説明があった。これは、ＢＴＣ、ＪＢＢＡ
研修を受験し、就学がかなわなかった受験生
に対して、生産・育成牧場を就職の受け皿と
して、就業者および受入先に対して支援を行
う事業で、これまで馬産地より要望があった
内容を反映し事業化されることになった。（詳
細については、後日発表）
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令和７年度日高地区生産地懇談会開催

【挨拶するＪＲＡ伊藤理事】

　また、ＪＢＢＡより獣医師確保について、「軽
種馬生産地獣医師就業促進事業」（競走馬生産
振興事業の一環）について説明があり、獣医
学生を対象とした軽種馬獣医療に関する大学
での講義・実習、獣医職研修受講支援（インター
ンシップ補助）を含め、各種取組みについて
説明があった。
　質疑応答の冒頭、岡本会長（日高軽種馬振興
会長連絡協議会、浦河町軽種馬生産振興会）よ
り、「馬産地の人材不足解消に向けて、ＪＲＡ、
ＪＢＢＡより詳細な説明を頂き、様々な取組み
を行って頂いていることを知り心から感謝申し
上げたい。今後とも人材確保に向けて取り組ん
で頂きたい。」とお礼の言葉があった。
　主な要望事項については、以下の通り。下
記以外に基盤整備事業の各項目について追加
等の要望があった。今後、全国各地で開催さ
れた生産地懇談会の意見をまとめ、ＪＢＢＡ
より生産等に関する協議会（ＪＲＡ）、地方競
馬と生産に関する協議会（ＮＡＲ）に提出さ
れ、協議が行われる。

◇生産者賞については、日々の生産活動に大
　変役に立っており感謝申し上げたい。競馬
　の売上状況を見ながらとなるが、維持また
　は増額について引き続き手厚い対応をお願
　いしたい。
◇馬産地の装蹄師が不足しているので確保し
　てほしい。
◇ＪＢＢＡ研修生について、一部の生徒が寮
　外から通い負担になっているので、寮外生
　に対する助成について検討願いたい。
◇ＧⅠ競走時における生産者のパドック入構
　について、優先枠を設けて頂きたい。また、
　重賞開催時の生産者席の確保について検討
　願いたい。
◇馬インフルエンザの感染状況について、鎮
　静化に向かっているのか、分かる範囲で状
　況を伺いたい。また、蔓延時に往来や接触
　の制限等ある場合は、周知をお願いしたい。
◇近年、局地的な風水害等、災害の発生が増
　えており、激甚災害に至らない場合におい
　ても、牧場敷地、施設等の復旧について、競
　走馬生産振興事業等の費用　支援が得られ
　るよう、引き続き検討願いたい。
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　組組合合員員各各位位 令和7年7月1日 小 泉 星 輝 ㈲小泉牧場

小 泉 学 （同）小泉学

五 丸 忠 雄 ㈲五丸農場

　　当組合の総代の任期が６月３０日で満了となり、いずれの選挙区 高 橋 忍

　とも総代候補者の数が選挙する総代の定数を超えなかったので、 武 田 修 一 ㈲豊栄牧場

　全員無投票で当選が決定しましたことをご通知申し上げます。 対 馬 正

津 田 英 紀 津田牧場

中 川 信 幸 ㈲オリエント牧場

　　　　総代任期　　令和７年７月１日～令和１０年６月３０日 長 浜 大 介 ㈲アサヒ牧場

　　　　総代定数　　１６０名 中 本 隆 志

中 川 浩 典 ㈲賀張中川牧場 橋 本 英 之 ㈲新冠橋本牧場

中 野 将 大 ㈲ナカノファーム 橋 本 雄 大 ㈱ハシモトファーム

長谷川 慈明 ㈲碧雲牧場 平 山 博 幸 平山牧場

原 田 博 樹 原田ファーム 細 川 博 之 細川農場

赤石 孝一郎 ㈲赤石牧場 坂 東 進 坂東ファーム 前 川 隆 範

稲 原 直 人 ㈲稲原牧場 藤 本 拓 哉 藤本ファーム 的 場 誠 志 的場牧場

髙 橋 朋 秀 ㈲川向高橋育成牧場 船 越 弘 美 ㈲船越牧場 三 村 卓 也

中 田 亨 ㈲中田牧場 古 川 薫 厚賀古川牧場 村 上 博 将 村上牧場

細 川 隼 人 ㈲細川牧場 山 岡 和 裕 山岡ファーム

本 間 充 ㈲本間牧場 芳 住 鉄 兵

荒 井 孝 則 荒井ファーム 増 尾 秀 樹 増尾牧場 吉 田 清 孝 ㈲ヒカル牧場

新 井 弘 幸 松 岡 佑 宜 アイズスタッド㈱

石 原 幸 範 石原牧場 三 浦 明 ㈲三浦牧場

沖 田 貴 憲 ㈲沖田牧場 三 宅 正 弘 荒木　貴宏

川 端 正 博 門 別 貴 紘 ㈱門別牧場 荒谷　輝和

木 村 敬 生 ㈲新生ファーム 門 別 正 飯田　正剛 ㈲千代田牧場

木 村 貢 木村牧場㈲ 門 別 尚 省 及川　ミツ子

倉 見 利 弘 倉見牧場 柳 北 隆 法 ㈲ﾌｧｰﾐﾝｸﾞﾔﾅｷﾀ 大滝　康晴

白 瀬 盛 雄 矢 野 琢 也 サンバマウンテンファーム 岡田　隆寛 ㈲岡田牧場

高 山 正 登 ㈲高山牧場 若 林 順 一 小倉　光博 小倉スタッド

田 端 修 タバタファーム 片岡　拓章 ㈲カタオカステーブル

道 見 忠 信 ㈲道見牧場 片岡　　博

戸 川 洋 二 戸川牧場 岩 見 昌 弘 イワミ牧場 神垣　道弘

外 舘 万 明 梶 川 憲 一 ㈲アラキファーム 酒井　秀紀 サカイファーム

中 川 欽 一 上 井 武 光 ㈲カミイスタット 坂本　智広

　第４静内地区総代
（定数３０名）

　第３新冠地区総代
（定数２４名）

記

日高軽種馬農業協同組合

　総　代　名　簿

　第１平取地区総代
（定数４名）

　第２門別地区総代
（定数３５名）
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佐竹　学 ㈲佐竹牧場 前 川 則 久
㈲三石軽種馬共同育成
センター 惣 田 英 幸

田中　実 ㈲真歌田中牧場 前 田 宗 将 ㈱前田ファーム 高 野 薫 ㈲高野牧場

友田　康司 ㈲友田牧場 水 丸 裕 子 水丸牧場 髙村 祐太郎 ㈲高村牧場

中田　浩美 村 上 英 範 ㈲村上牧場 田 中 駿 田中スタッド

西村　和夫 西村牧場 元 茂 修 一 谷 川 彰 久 ㈲日進牧場

野坂　真 ㈲野坂牧場 元 道 盛 雄 ㈲元道牧場 谷 口 幸 樹 ㈲谷口牧場

橋本　孝博 ㈲田原橋本牧場 山 野 知 彦 山野牧場 冨 岡 秀 信 ㈲まるとみ冨岡牧場

畠山　史人 ㈲畠山牧場 米 田 剛 文 ㈲米田牧場 中 島 雅 春 ㈲中島牧場

八田　勝彦 八田ファーム 中 脇 栄

藤川　達矢 ㈱静内ﾌｼﾞｶﾜ牧場 信 岡 幸 則 ㈲信岡牧場

藤川　尚貴 藤川ファーム 秋 場 清 隆 秋場牧場 松 田 直 彦 ㈲絵笛牧場

藤沢　澄雄
ｴﾊﾞｸﾞﾘｰﾝ
ｾｰﾙｽｺﾝｻｲﾝﾒﾝﾄ

市 川 正 人 市正牧場 宮 内 慶 ㈲宮内牧場

藤原　俊哉 ㈲フジワラファーム 小 林 正 仁 本 巣 克 彦 ㈲浦河日成牧場

弊旗　芳典 ㈲へいはた牧場 近 藤 聡 明 ㈲ヒダカファーム 本 巣 聡 モトスファーム

前田　忍 前田牧場 高 岸 順 一 吉 田 貴 俊 ㈲金成吉田牧場

増本　一廣 ㈲増本牧場 竹 田 辰 紀 ㈲バンブー牧場

松田　大地 ㈲松田牧場 廣 田 恒 行 ㈲王蔵牧場

三木田　尚大 三木田牧場 福 岡 雅 樹 フクオカファーム 猿 倉 修 ㈲猿倉牧場

伏 木 田 修 ㈲伏木田牧場 清 水 孝 志 清水スタッド

村 下 喜 八 ㈲丸村村下ファーム 辻 陽 ㈲様似共栄牧場

稲 葉 愛 夏 ㈲稲葉牧場 三 好 雅 英 ㈲三好牧場 富 田 恭 司

小 野 秀 治 三 好 吉 男 ㈲荻伏三好ファーム 中 村 和 明 ㈲スイートファーム

折 手 裕 一 折手牧場 村中 十司信 村中牧場 能 登 浩

片 山 寿 郎 ㈲片山牧場 山 田 盛 文 ㈲エムエム、ヤマダファーム

加 野 英 樹 ㈲加野牧場

木 下 勇 人 ㈲木下牧場

下屋敷 千尋 ㈲下屋敷牧場 大 柳 耕 司 ㈲浦河育成牧場

田 上 徹 大 柳 啓 之 ㈲大柳ファーム

竹 内 良 一 岡 部 和 宏 ㈲岡部牧場

土 田 大 介 土田農場 岡 本 昌 市 ㈱オカモトファーム

土 田 陽 司 土田ファーム 鎌 田 正 信 ㈲杵臼牧場

萩 沢 俊 雄 富沢萩沢俊雄牧場 川 越 祐 樹 ㈱川越ファーム

久 井 直 彦 ヒサイファーム 江 谷 財 持 江谷牧場

幌 村 祐 司 幌村牧場 酒 井 一 馬 ㈲酒井牧場

前 川 達 哉 ㈱タツヤファーム 笹 島 政 信

　第８様似地区総代
（定数６名）

　第７浦河地区総代
（定数２４名）

　第６荻伏地区総代
（定数１４名）

　第５三石地区総代
（定数２３名）



⑥

 ダニ媒介性の感染症について

獣医師のよもやま話○　　川越　美琴獣医師
静内診療所　　川越美琴
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ここ数年で手術に来院した馬にダニがついていることが増えたと感じています。
重症熱性血小板減少症候群（S F T S）なども、発生地が北上していること、また獣医師がネ
コを介して感染し、死亡したことで話題になりました。昨年秋のよもやま話でマダニについて
の記事がありましたが、今回はダニが媒介する人の感染症を紹介します。

●北海道における人のダニ媒介性感染症

●ダニに咬まれないために
　・ダニの活動する春から秋にかけて、草むらに入る際は長袖・長ズボン・長靴を着用し、ズ
　　ボンの裾は長靴の中に入れましょう。
　・ＤＥＥＴ（ディート）という成分を含む虫除け剤は寄ってくるダニの数を減らすことがで
　　きます。
　・屋外活動後はすぐに入浴し、ダニに咬まれていないか確認してください。咬まれた直後は
　　痛みやかゆみなどがなく、気づかないことも多いと言われています。
　・馬、イヌ、ネコについたダニは除去しましょう。ダニ駆除薬もありますので獣医師に相談
　　してください。
　・ダニはシカ、キツネ、ウサギ、ネズミ類によって運ばれます。なるべく野生動物が放牧地
　　や厩舎に入らないよう工夫しましょう。

●ダニに咬まれてしまったら
　・吸着後、早期であれば、ピンセットなどでダニの口器をつまんで引き抜くことで除去でき
　　ます。吸着したダニの腹部を指で摘まむとダニの体液が皮膚内に流入してしまいます。
　・吸着後３日以上が経過すると、マダニの口器が皮膚と接着して除去が困難になります。無
　　理に引っ張ると、皮膚内に口器がちぎれて残るため、医療機関（皮膚科）などで除去を依
　　頼してください。
　・ダニに咬まれた後は、２週間、体調の変化に注意して、発熱・嘔吐などの症状が認められ
　　た場合は医療機関（内科）などで診察を受けてください。

　馬の健康維持もひとえに飼養者の日々の努力あってこそです。
　暑い日々が続き免疫力も落ちているかと思いますが、体調に気を付けてお過ごしください。

 疾患名  症状  発生地域  近年の発生頻度

 ライム病  発熱/遊走性紅斑/筋肉痛  北海道全域  毎年20人程度

 回帰熱  発熱/頭痛/筋肉・関節痛  北海道全域  毎年20人程度

 エゾウイルス感染症  発熱/消化器症状/筋肉痛  道央  毎年２人程度

 ダニ媒介性脳炎  発熱/けいれん/麻痺  道央/道南  毎年０〜２人程度

 SFTS  発熱/消化器症状  九州、西日本  道内未発生



⑦

JRA札幌競馬場ブリーダーズボックス（生産者席）の
利用方法について

ＪＲＡ札幌競馬場のご厚意により、ＪＢＢＡ会員向けに生産者用観覧席「ブリーダーズボック
ス」が設けられております。下記の運用方法をご熟読の上、お申し込みください。

　・ブリーダーズボックスの運用について
　　当組合にて利用申込者を取りまとめて利用者名簿を作成し、札幌競馬場へ事前に提出します。
　　利用者名簿に記載された方のみ、ブリーダーズボックスを利用することができます。
　・実施期間・・・2025年７月26日～９月７日までの札幌競馬開催日
　・利用条件・・・生産馬が出走するJBBA会員を優先いたします。
　　　　　　　　　※申込状況により空席がある場合に限り、家族等の利用が可能ですが、
　　　　　　　　　　知人・友人のみの利用、一般の方の利用は一切できません。
　・利用申込・・・『利用日』『牧場名』『氏名』『連絡先』(同伴者がいる場合は全員分の情報)
　　　　　　　　　を当組合までご連絡ください。申込締切日の翌日に申込者へ利用について
　　　　　　　　　ご連絡します。
　※申込締切は当該週の木曜日17:00までとなります。
　※「限定無料入場券」をお渡しいたしますので、日高軽種馬農協静内支所にてお受け取りください。

利用申込先・・・ＨＢＡ業務部　月～木曜日　８：45 ～ 17：00 (祝日を除く)　℡:0146-42-1200

利用当日は、札幌競馬場の「馬主・来賓受付」にて席章をお受け取りください。
ブリーダーズボックスはスタンド４階の特別来賓エリア内となります。
席章での馬主席・指定席区域・業務用区域への通行はできません。
また、馬主章でのブリーダーズボックス（特別来賓エリア）への通行はできません。

《４階来賓エリアについては、下記のとおりのドレスコードが適用されていますのでご注意ください。》

○男性用ドレスコード

ネクタイ・ジャケット着用 ジャケット着用 シャツ 襟付きシャツ（半袖） 襟のないシャツ スニーカー Tシャツ・ジーンズ
スニーカー

タンクトップ・短パン
サンダル

○女性用ドレスコード

ワンピース・ドレス ジャケット・スカート パンツスーツ ブラウス・パンツ カーディガン・ワンピース キャミソール・ショートパンツ
サンダル

Tシャツ・デニム
スニーカー

○札幌競馬場来賓エリアドレスコードのご案内○
ご案内の来賓エリアにつきまして、下記の通りドレスコードがございます。

○○

○○

××

××

※来賓エリアは、ジーンズやＴシャツ等の軽装ではご利用いただけません。



⑧

当歳馬名簿の発行について

　本年も当組合員生産馬を掲載した当歳馬名簿を発行いたします。
今回よりＷＥＢ版の公開をはじめました。飼養者や種牡馬、性別で検
索することが可能です。右のＱＲコードまたはＨＢＡホームページ
（www.hba.or.jp）から、スマホやタブレット、ＰＣでご覧ください。

当歳馬名簿の発行について
本年も当組合員生産馬を掲載した当歳馬名簿を発行いたします。

今回よりWEB版の公開をはじめました。飼養者や種牡馬、性別で検索す
ることが可能です。右の Q Rコードまたは H B Aホームページ
（www.hba.or.jp）から、スマホやタブレット、PCでご覧ください。

※画像はイメージです。

補助金申請書類提出のお願い（レポジトリー・せり馴致預託料）
助成金申請書類の提出期限は12月上旬頃を予定しています。
期日を過ぎた場合、補助金交付の対象外となる場合がございますのでご注意ください。

レポジトリー
〇　申請書
〇　撮影料請求書（合算の請求書でも問題ありません）・金融機関振込控

せり馴致預託料　
〇　申請書
〇　預託料請求書・金融機関振込控
〇　預託契約書の写し（押印についてご確認ください）

※FAX（0146-43-3464）での提出も可能です。
お問い合わせは　軽種馬農協　業務部（0146-42-1200）までお願いします。

当歳馬名簿の発行について
本年も当組合員生産馬を掲載した当歳馬名簿を発行いたします。
今回よりWEB版の公開をはじめました。飼養者や種牡馬、性別で検索す
ることが可能です。右の Q Rコードまたは H B Aホームページ
（www.hba.or.jp）から、スマホやタブレット、PCでご覧ください。

※画像はイメージです。

補助金申請書類提出のお願い（レポジトリー・せり馴致預託料）
助成金申請書類の提出期限は12月上旬頃を予定しています。
期日を過ぎた場合、補助金交付の対象外となる場合がございますのでご注意ください。

レポジトリー
〇　申請書
〇　撮影料請求書（合算の請求書でも問題ありません）・金融機関振込控

せり馴致預託料　
〇　申請書
〇　預託料請求書・金融機関振込控
〇　預託契約書の写し（押印についてご確認ください）

※FAX（0146-43-3464）での提出も可能です。
お問い合わせは　軽種馬農協　業務部（0146-42-1200）までお願いします。

  ※画像はイメージです。

補助金申請書類提出のお願い（レポジトリー・せり馴致預託料）

　助成金申請書類の提出期限は12月上旬頃を予定しています。
　期日を過ぎた場合、補助金交付の対象外となる場合がございますのでご注意ください。

　レポジトリー
　　〇　申請書
　　〇　撮影料請求書（合算の請求書でも問題ありません）、金融機関振込控／領収書

せり馴致預託料　
　　〇　申請書
　　〇　預託料請求書、金融機関振込控／領収書
　　〇　預託契約書の写し

　　　※FAX（0146-43-3464）での提出も可能です。
　　　　お問い合わせは　軽種馬農協　業務部（0146-42-1200）までお願いします。



⑨

前回（第413号・４月10日発行）以後、7月末までに受け入れた体験研修の状況についてご
報告いたします。

【2025年４月～７月 研修受け入れ実績】
  
【2025年４月　　・20代男性　5日間
　　　　　　　　  ・30代男性　5日間

【2025年５月　　・10代女性　5日間
【2025年６月　　・50代男性　4日間
　　　　　　　　  ・40代女性　5日間
【2025年７月　　・30代男性　5日間

　この期間には、高校生、移住を検討されている方、転職を希望されている方など、さまざま
な目的を持った方々が参加されました。
　参加者は、施設内の住宅を寮として活用し滞在しており、３名のＨＢＡ職員が指導員として
対応しています。
　現在、研修期間について見直しを行い、「月曜日入寮～金曜日修了」の就業体験型のスケ
ジュールを基本としています。飼養馬７頭を用いて、放牧、飼葉給与、馬房清掃、環境整備、
収牧、手入れなど、牧場での基本作業を体験していただき、牧場インターンシップや求職活動
に進む前の準備期間として位置づけています。
　本年も「BOKUJOBフェア」や「UMAJOBイベント」などの広報活動に積極的に取り組む予
定です。
　また、牧場就職を希望する修了生に対しては、次のステップとしてインターンシップへの参
加や求職活動への移行を促すアドバイスを行っております。
　組合員の皆さまには、修了生の受け入れについて、引き続きご協力を賜りますようお願い申
し上げます。
　牧場の様子は、各種SNSでも随時発信しております。
　　WEBサイトhttps://www.uma-tomo.com/
　　Instagram：umatomo.hidaka
　　Facebook：UmaTomo.Hidaka
　　X：@UmaTomo_Hidaka

　お問い合わせは、HBA業務部まで

ひだか・ホース・フレンズ　たより
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